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現住人口表
（1月末日割花）

男　　19．お5人

女　　20．062人

馬39397人（＋84人目

世帯総数
8．130【仕器｝（一4）
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抱
か
れ
た
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台
で
、
日
向
市
｝
◇
中
央
共
同
募
金
会
川
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
町
）

日
向
二
会
。
日
向
市
婦
人
協
◇
県
会
長
表
彰

議
会
。
八
尋
幽
光
（
層
々
沖
一
　
日
吉
善
Ψ
（
冨
高
上
町
）

新
町
）
。
町
田
あ
い
了
（
細
｝
　
松
山
寅
次
郎
（
富
高
中
町
）

』

発行所認犠所

長行人　日向市長
編集人　市畏室広瀬係

印刷所　蜜藤印刷所
　　電話64番

市
税
納
入
に
つ
い
て
は
、
い

も
な
が
ら
市
民
の
皆
様
の
御
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ヒ
す

が
、
こ
の
押
市
役
所
悦
務
課
で

よ
と
め
セ
し
た
昭
和
三
十
一
年

度
分
各
区
別
調
定
徴
収
実
績
調

に
よ
り
目
す
と
、
卜
二
月
k
臼

現
呑
で
、
市
県
民
税
σ
は
調
冗

三
一
千
百
六
十
七
万
三
百
i
円

に
対
し
、
収
入
済
額
は
六
百
六

十
二
万
三
丁
弄
百
八
一
二
円
て

あ
り
・
卜
し
て
、
五
i
四
％
と
な

っ
て
わ
り
・
・
．
す
。

固
定
資
産
税
に
つ
、
k
し
て
は

調
定
額
二
T
六
甲
自
九
イ
九
乃
一
一

百
円
に
対
し
ま
し
て
、
一
丁
二

百
九
卜
一
．
一
万
七
千
　
百
八
卜
．

円
で
、
収
人
率
は
四
一
七
。
。
九

と
な
っ
て
お
り
ま
r
。
　
へ
伺
し

納
税
成
績
か
悪
い

　　

@　

@
も
う
一
層
の
御
協
力
を
！

　
　
　
　
　
　
　
つ
・
こ
の
納
税
率
に
は
給
与
所
得
者
．
い
訳
で
あ
り
ま
す
。

鼠
切
噸
鰯
ほ
ど
を
お
願

へぼ
た
島
市
の
納
税
状
況
建

つ
・
r
り
月
給
取
り
の
人
の
分
一
こ
の
よ
う
な
実
状
か
ら
、
滞
納
一
葦
各
市
の
納
税
率
を
揚
げ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
含
ド
、
れ
て
お
り
t
せ
ん
。
月
層
理
は
今
後
強
く
行
う
方
釦
を
き
ま
し
た
。

給
取
り
の
力
の
税
金
ほ
そ
の
事
だ
て
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
つ
　
税
務
課
で
は
微
収
に
つ
い
て
滞

窯
所
で
源
呆
徴
収
し
て
い
よ
一
て
い
宝
す
。
色
々
と
市
民
の
皆
納
枢
理
を
強
行
す
る
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寸
、
つ
勤
、
り
給
料
を
支
払
う
時
一
さ
ん
に
は
各
人
各
様
の
御
都
合
　
に
、
賦
課
調
杏
に
つ
い
て
、
誤

に
税
命
を
塔
引
い
こ
納
付
し
C
　
や
理
由
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
ま
り
な
い
k
う
に
、
微
収
の
た
め

い
玄
4
。
）
　
　
　
　
　
　
　
す
が
、
市
の
立
場
も
御
”
解
下
に
全
員
出
か
け
れ
ば
な
ら
な
い

例
い
し
し
L
、
四
月
か
ら
十
二
・
さ
っ
て
、
滞
納
の
あ
る
万
は
こ
　
状
況
の
下
に
あ
っ
て
も
、
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
際
積
極
的
に
御
都
合
つ
け
て
・
る
限
り
の
調
査
は
や
っ
て
お
b

月
ヒ
で
几
ヵ
月
間
で
約
Y
分
の

納
税
率
と
な
っ
て
い
浴
す
。
税

務
課
こ
は
、
こ
の
セ
＼
で
は
巾

財
政
に
も
艇
川
が
出
て
き
ま
し

て
、
ヒ
算
を
執
行
し
こ
い
き
ト
箕

す
し
に
支
障
を
来
た
し
、
足
ら

な
い
現
金
陣
払
の
た
め
に
借
入

命
を
し
C
朔
自
し
を
女
払
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
・
」
甘
ω
で
、
出

来
る
だ
け
徴
収
サ
れ
ば
な
ら
な

～
酬

い
た
だ
き
よ
し
て
、
延
滞
金
な

ど
余
分
な
御
負
担
を
ね
が
う
こ

と
に
な
っ
た
り
、
又
お
気
持
を

悪
る
く
す
る
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
納
税
に
つ
い
て
一

層
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
れ

が
い
い
た
し
ま
す
。
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一
て
み
て
、
ど
の
k
う
に
悪
ろ
い

一か

�
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て
下
さ
い
。
饗
に
県

擬
す
が
、
行
届
か
な
い
点
も
あ

る
こ
と
と
思
い
蔓
す
の
て
、
御

気
付
き
の
点
、
御
意
見
は
律
語

な
く
巾
出
て
い
た
だ
き
署
す
と

共
に
、
納
税
は
市
政
を
伸
展
し

て
い
く
上
に
も
、
大
き
い
影
響

の
あ
る
こ
と
を
御
昭
帯
い
た
だ

き
格
別
の
御
協
力
を
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

県内七市の税収率比較（3麻12月末）
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一
名
、
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四
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級
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ま
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別
一
で
あ
り
ま
す
が
、
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れ
は
県
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
納
税
串
を
御
覧
に
入
れ
て
み
一
で
は
最
も
ケ
理
数
の
多
い
中
学

主
し
よ
う
。
特
に
悪
い
率
の
一
校
で
あ
り
ま
し
て
、
中
学
と
し

落
は
、
こ
の
華
南
潤
の
御
奮
発
…
て
は
大
き
す
ぎ
る
も
の
て
、
今

を
願
う
と
と
も
に
、
良
い
率
を
．
後
工
業
地
帯
が
出
来
る
に
従
い

あ
げ
て
い
る
部
落
は
市
民
の
納
皿
人
口
も
増
し
、
益
々
生
碇
数
が

一
税
意
慾
を
さ
ら
に
高
め
て
い
た
｝
増
す
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
く
意
味
で
、
口
棟
額
遠
成
に
一
中
学
校
の
分
割
は
か
ね
て
か
ら

昭和31年度分各区別項定徴収実績調（12月末現イr）

島
中
学
校
分
倹
の
形
で
出
来
る
「

こ
と
に
な
り
ま
し
よ
う
。
　
　
　
の
巾
心
を
一
望
の
中
に
眺
め
ら
一

そ
し
て
何
れ
独
守
中
学
校
と
生
れ
、
市
鑑
は
勿
論
の
こ
と
漏

る
も
の
で
、
校
区
な
ど
に
つ
い
　
工
業
地
帯
、
細
鳥
商
港
、
伊
勢
｝

て
は
、
気
だ
決
定
線
は
出
て
お
　
ヶ
浜
公
園
、
お
倉
ケ
浜
な
ど
手
　

り
ま
せ
ん
が
、
工
場
な
ど
の
関
を
と
る
よ
う
に
眺
め
ら
れ
ま
「

係
で
人
口
分
布
の
将
来
を
匿
え
す
。
中
学
校
が
二
校
に
な
る
こ

れ
ば
、
二
つ
の
中
学
校
は
大
体
と
に
よ
っ
て
、
授
業
の
上
に
も

同
じ
僚
の
生
母
数
の
学
校
に
な
生
盆
の
通
学
の
便
も
よ
く
な
る
㎜

る
妄
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
乏
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崎
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高
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敷
地
は
挑
崎
台
地
が
最
適
と
さ
皿
市
役
所
月
虹
の
移
転
し
た
こ
と

れ
て
お
り
、
こ
＼
に
約
八
千
坪
｝
は
一
月
号
で
お
知
ら
ば
し
セ
し

の
板
割
が
．
P
冗
さ
れ
て
い
よ
一
た
が
、
水
道
課
だ
け
は
都
合
で

す
。
当
初
は
煮
の
関
係
も
あ
一
お
く
れ
て
い
ま
し
た
。

り
、
十
学
級
を
収
容
す
る
鉄
筋
一
こ
ん
ど
水
道
課
も
引
移
る
こ
と

二
階
建
て
で
教
室
を
造
り
、
窟
一
と
な
り
、
二
月
七
日
か
ら
衛
生
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い
て
、
工
場
誘
致
問
題
を
協
一

　
議
し
ま
し
た
。
ま
た
二
月
三

謂
轡
鞭
諾
し
た
の
　

日
開
い
て
、
工
場
誘
致
問
題

鱗
鴇
総
藻
…

得
ま
し
た
。
変
更
の
概
要
　

は
、
工
場
上
封
に
伴
う
経
費
　

の
増
、
市
役
所
移
転
に
伴
う
一

経
費
の
増
で
あ
り
ま
し
て
、

上

騰つ

二
月
五
日
開
か
れ
、
工
業
地

帯
造
成
に
伴
う
換
地
問
題
に

つ
い
て
協
虚
し
、
日
向
製
錬

所
を
視
察
。

二
月
七
日
開
い
て
換
地
問
題

に
つ
い
て
現
地
で
協
畿
。

市
営
質
屋
質
流
れ

競
売

　
　
　
　
　
　
　
」

待を

NHK
　　　七市だより

日向市の時間は．

　　　毎週日曜日
午前11時50分から

　　　官螂儒可慨r滋

孟
毒
し
て
・
百
二
万
四
瓢
傾
醗
㌍
朝
細
頚

　
手
円
の
増
額
変
礎
申
請
の
β
た
が
・
光
冠
は
次
の
と
お
り
で

　
　
で
あ
り
照
し
た
。
　
　
　
　
　
し
た
。

一
〇
総
務
累
累
会
一
月
＋
四
日
　
帯
進
出
し
た
。
…
は
宥
＋
八

　
開
か
れ
、
市
有
尋
物
処
分
の
　
　
点
二
万
二
丁
三
百
八
十
円
・

　
桝
（
窟
高
駅
前
食
糧
“
務
所
こ
の
中
落
札
・
随
意
腿
約
で

　
跡
）
、
ラ
ジ
オ
κ
崎
出
資
の
　
　
売
れ
た
の
は
・
裟
身
興
二
・

　
糾
、
部
分
林
間
伐
処
分
及
び
「
　
衣
類
卜
一
、
　
　
三
　
　
叉

　
植
林
の
桝
を
審
畿
。

O
交
題
厚
生
委
員
会
一
月
二
　
で
あ
り
t
し
た
。

　
十
一
日
開
い
て
、
中
学
校
分

・
騰
調
い
端
然
而
磯
歎
鉾

。
黙
憩
い
↑
認
織
魏
鍛
潔
勒
搦
劉

　
工
農
林
施
設
の
視
察
。

母
子
寮
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
海
野
光

履
員
を
命
ず
る

市
長
室
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
相
　
馬

雇
員
を
命
ず
る

市
民
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
小
　
城
　
誉

整
護
婦
を
命
ず
る

春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
二
、
の
佃
赤
漆
休
職
を
解
く

て
合
計
八
千
二
百
六
十
丑
円
．
衛
生
課
勤
務
を
命
ず
る

洋淳子

　
共
同
募
金
功
労
者
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
富
一
人

衷
彰
　
　
　
　
δ
孟
騰
致
対
策
特
別
委
果
『
雇
員
を
命
ず
る

市
内
の
共
同
募
金
に
対
す
る
功
一
　
一
月
二
十
八
日
開
い
て
・
畿
税
務
課
勒
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

繋留

搭
]
の
、
お
り
衷
彰
…
謹
離
礁
工
場
誘
致
に
暫
を
命
黙
る
田
讃

昌
々
津
中
学
校
勤
務
を
命
ず

　
　
　
　
猪
　
挨
暎
子

雇
員
を
命
ず
る

教
育
委
員
会
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
荒
　
谷
　
洋
　
子

雇
員
を
命
ず
る
　
　
　
、

市
議
会
事
務
局
勤
務
を
命
ず

　
　
　
（
以
上
一
月
十
日
付

　
事
務
吏
貝
　
福
永
　
正
典

　
　
　
　
（
一
月
十
七
日
付

　
傭
人
　
”
上
　
貞
惹

願
に
よ
り
傭
人
を
免
ず
る

　
　
　
（
一
月
二
十
五
日
付

区
長
さ
ん
交

　
　
　
　
（
新
）

…
圧
手
区

一
　
無
木
進

正
良
区

一
　
黒
木
粥
市

松
原
区

　
　
守
部
官
弐

窟ぞい

燃
木
人

治
田

河
量
弥
次

瓠
豊
豊
懇
籔
釜
義
難
論
霧
窮
鱈
5
・
艦
艦
撰
難
醗
照
覧
霧
霧
羅
豊
霧
翻
風
釜
甥
嚢
窟
驚
器
鄭
三
三
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
I
－
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
一

　
｝
1
産
備
　
天

㎜
懸
㎜
㎜
礫
㎜
羅
羅
㎜
㎜
㎜
鎖
鋸
㎜
蝦
難
燃
㎜
螺
羅
謝
騨
慈
童
瓢
鞭
㎜
羅
㎜
翻
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

門
司
間

一
難
㎜
雛
㎜
霧
撒
難
灘
灘
懇
臓
㎜
灘
鰻
…
灘
轍
㎜
㎜
騒
騒
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
h
　
I

　
「
税
％
　
1
民
済
　
入
艮
峨
舅
　
額
面
鴻

「
繋
謝
霧
講
野
鵬
講
㎝
講
霧
暴
翻
響
翻
黙
黙
謝
価
勧
脳
謝
謝
岬
娑
窮
翼
携
舗
㎜
観
［
蠣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
I
ー
ー
－
ー
ー
I
」
額
難
㎜
蠣
㎜
講
㎜
灘
㎜
㎜
灘
総
懸
糠
羅
㎜
螺
講
㎜
難
㎜
魏
轟
㎜
㎜
灘
購
塑
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
I
I
－
I
　
　
　
I
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
灘
鱗
鱗
㎜
灘
灘
羅
鞭
㎜
鞭
難
羅
翻
灘
㎜
羅
懇
繭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
「
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
－
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

名
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
一
　
一
区
区
薩
躯
機
勲
雛
駆
輔
襲
鰹
㎜
躯
蕪
蒸
諜
離
離
諜
区
騒
中
西
難
輔
鋪
町
蜷
三
国
園
圃
鞭
瞥
町
㎝
計
南
中
本
上
上
中
尊
本
西
広
高
新
新
中
奥
永
山
比
a
押
切
旭
上
下
江
田
曽
幡
亀
鶴
上
下
清
朗
地
八
庄
八
伊
高
宮
秋
創
面
本
浦
〃
〃
金
丁
丁
遠
幸
り
〃
飯
旧
他
契
上
〃
中
下
新
石
〃
駅
高
〃
落
宮
別
〃
ゆ
余
田
美
他
合

　
い
行
事
メ
モ

航
　
（
2
月

せ
（
○
活
塞
水
稲
講
習

ま
h
　
1
1
日
美
々
津
百

い
、
　
原
、
1
2
日
美
々

て
”
　
駅
通
り
、
1
3
日

れ
（
　
瀬
、
1
4
日
田
ノ

ま
凶
O
遺
家
族
役
員
会

鹸
冒
認

収
ハ
（
市
役
所
小
会
議
♂

徴
｛
○
丈
タ
沖
婦
人
学

泉
（
研
究
公
開
1
6

源
一
　
釦
。
時
（
幽
々
津
南

の
謹
○
都
市
計
画
選
挙

所
一
　
名
簿
縦
髄
締
切

業
｝
1
9
日

ぢ
　
コ可

る
○
農
業
委
員
選
挙

乱
名
簿
異
畿
申
立

樹
帖
　
定
最
終
期
限
2
3

字
㌔
○
細
島
地
区
婦
人

鱒
A
〒
沓
細
島

長
｝
○
日
向
市
仔
牛
品

の
㎞
会
－
節
日

こ
｛
○
県
下
晋
年
駅
伝

〕
（
会
2
1
日
一
2
4
日

ド
　言

口
○
優
良
店
員
表
彰

〔
｝
　
　
　
（
下
旬
｝
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「
r
i
じ

農
地
交
換
分
合
に

　
　
　
　
　
　
協
力
し
ま
し
よ
う

時
隼
↑
二
月
か
ら
本
丁
的
な
計

画
楕
進
が
行
わ
れ
．
て
お
り
ま

す
。
す
で
に
耕
地
図
の
作
成
や

計
画
委
員
会
組
織
も
出
来
上
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
三
月
に
行
わ
れ
る
県
農
業
一

場
合
も
お
こ
り
芝
し
ょ
う
が
、

客
人
ぎ
の
大
事
馨
よ
雪

加
礫
鵠
踊
礪
縮
魑

．
の
計
画
が
塩
見
地
区
で
好
成
績

・
を
あ
げ
れ
ば
市
内
各
地
区
で
同
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

の
転
用
に
つ
い
て
は
、
農
地

所
有
滑
の
町
場
で
は
都
市
計

画
を
早
く
巡
め
て
貰
わ
ね
ば

な
ら
な
い
、
一
日
知
屋
地

区
1
）

議
長
に
黒
木
荏
惣
治
男
臼
か

な
り
出
席
者
は
二
十
艦
名
で

し
た
。

市
内
の
農
地
交
換
分
合
は
塩
見
し
か
し
い
ざ
し
地
交
換
と
な
れ

嚢
網
鞍
課
認
繋
瀧
紅
幣
餓
露
理
施
・
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
賛
成
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
　

叩
＝
＝
≡
≡
・
≡
≡
≡
・
…
曹
齢
…
…
＝
≡
．
：
≡
：
．
…
．
・
．
…
“

…
衛
生
だ
よ
り
　
…

野
＝
＝
：
＝
．
＝
3
3
一
＝
＝
＝
＝
・
2
＝
＝
一
＝
＝
＝
2
・
＝
・
＝
摺
・
＝
＝
一
．
1
6

第
一
表

鄭
々
幽
幽
合
同
農
業
委
員
会

会
議
の
認
可
申
請
を
前
に
、
地
　
日
向
市
農
業
委
員
会
と
誰
々
津

ル
関
係
農
民
と
計
両
委
員
、
市
町
農
業
委
貫
属
は
、
来
た
る
七

農
業
愛
員
会
な
ど
密
接
な
連
絡
．
月
の
委
員
任
期
改
選
を
期
に
何

の
も
と
で
置
上
的
な
研
究
対
照
れ
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
思
わ
れ
ま
す
が
、
二
月
九
日
彗

農
地
父
島
分
合
は
農
地
改
昂
に
俊
一
時
か
ら
市
役
所
小
会
畿
室

よ
つ
て
創
設
し
ま
し
た
自
作
農
で
初
め
て
の
合
同
委
員
会
が
催

を
含
む
耕
作
下
民
の
分
散
し
た
　
さ
れ
ま
し
た
。

輯
地
を
な
る
べ
く
住
居
の
近
く
松
木
市
助
役
か
ら
、
日
向
市
の

に
集
団
化
し
て
作
業
能
率
を
高
建
設
と
膿
希
書
員
会
の
右
り
方

め
、
廻
に
農
業
経
営
の
合
理
化
に
つ
い
て
の
挨
拶
が
あ
り
、
工

を
汁
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
　
場
誘
致
に
伴
う
日
向
巾
の
八
r
後

　　

V
入
見
童

　
　
　
　
　
　
　
　
．
千

今
春
い
よ
い
よ
喋
れ
の
新
入
学

を
す
る
児
“
は
、
男
～
五
百
ニ

レ
汽
名
、
碇
f
五
二
↑
三
層
で

合
」
＝
十
．
∵
r
八
名
と
な
っ
て

い
し
君
。
入
学
児
の
あ
る
御
家

芸
は
、
も
う
い
ろ
い
ろ
と
二
上

を
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

各
学
校
区
別
の
数
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す
か
ら
．
御
覧
憎
き

い
。
な
お
、
小
学
校
を
卒
え

て
、
今
春
中
学
校
へ
准
む
聲
掃

ま一
三
卜
八
名

数
も
掲
載
し
で
お
＼
ま
し
た
。

新
入
児
戯
の
皆
さ
ん
と
御
父
兄

へ
の
需
寝
と
し
て
、
別
欄
に
富

高
小
の
石
垣
校
長
先
4
か
り
載

き
ま
し
た
の
で
わ
日
さ
ん
万
は

お
読
み
ド
さ
い
。

な
お
入
学
通
知
井
は
南
教
典
か

ら
お
送
り
サ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
万
一
届
か
な
い

よ
う
な
ご
家
庭
が
あ
り
t
し
た

ら
、
市
教
委
へ
御
知
ら
廿
ね
が

い
ま
す
。

の
農
湊
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か

に
つ
い
て
討
議
さ
4
1
、
い
ろ
い

ろ
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
ト
な
こ
と
は
次
の
と
わ
り

で
し
た
。

e
各
無
糖
係
櫛
関
と
の
連
絡
協

　
調
（
巾
畿
会
、
濃
協
、
農
業

　
改
良
酋
満
員
、
市
役
所
麗
林

　
課
な
ど
と
よ
く
連
絡
す
る
こ

　
と
）

ω
小
作
料
の
月
曜
化

　
日
向
市
の
伝
染
病
は

…
日
向
市
で
は
昨
年
中
ど
れ
だ
け

の
伝
染
病
が
発
生
し
た
で
し
よ

｝
う
。
次
に
咋
年
一
年
の
統
翫
を

載
せ
て
み
ま
し
た
。
漕
ぎ
ん
は

こ
れ
に
よ
っ
て
、

　
自
分
の
部
落
は
ど
う
な
っ
て

　
ヘ
　
　
　
　
エ

　
も
る
カ
，
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
ど
ん
な
病
気
が
何
月
頃
に
多
一

　
い
か
？
　
　
　
　
　
　
　
㎜

を
知
っ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
今
一

年
こ
そ
自
分
の
部
落
か
ら
は
一

一
名
の
患
者
も
出
さ
ぬ
よ
，
つ
、
お

一
π
い
君
意
い
た
し
ま
し
よ
う
。

メ
ー
ト
ル
法
に

な
れ
ま
し
よ

品
物
を
買
う
と
き
米
は
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
パ
ン
ほ
ρ
1
1
、
肉
や
野
慎

は
匁
、
パ
タ
ー
は
ポ
ン
ド
、
醤

ω
共
同
出
荷
に
伴
う
巾
場
の
卯
一
油
は
リ
ッ
ト
ル
、
酒
は
列
、
群

　
股
、
　
（
富
島
、
口
脇
、
Y
～
々
一
服
は
ヤ
ー
ル
（
ヤ
ー
ド
）
、
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
沖
三
地
区
農
協
が
1
体
と
な
一
服
地
は
鯨
尺
、
臨
気
の
コ
ー
ド

　
つ
て
市
の
中
心
地
域
に
市
場
一
ほ
メ
ー
ト
ル
等
の
L
う
に
い
ろ

　
を
夘
幽
す
へ
き
で
あ
る
）
　
一
い
う
と
洲
乱
し
て
使
わ
れ
て
い

㈱
都
南
訓
画
の
挫
遼
、
　
（
農
地
，
才
す
。

、
つ

こ
の
不
便
を
な
く
し
よ
う
と
し

一て
国
で
は
官
公
署
が
一
．
一
二
二
年

一
度
か
ら
、
一
般
で
は
三
f
四
年

一
度
か
ら
出
帆
的
に
メ
ー
ト
ル
法

一
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

下
ま
す
・
市
商
工
課
で
は
市
民

一
の
皆
様
が
一
日
も
甲
く
こ
の
メ

ー
ー
ト
ル
法
実
施
に
習
慣
づ
け
ら

一
れ
る
よ
う
警
ん
で
い
ま
す
。

新入児童生徒数（rh教湊調）

「π冊「
　
　
　
　
　
5
7
4

　
7
2
　
　
　
　
7
8
ヨ
ー
ー

2
1
1
1

127

91

67

78

44

33

43
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　5

　7

513

1
講§

1
1

悪
421

1
1
1

5
1

5251

富高小
自知屋小
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塩見小
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†脇小
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鵜し分校

。1 ∫

中

富島中
岩脇中
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　　詔

52一
学　校
　　　　1
　　325

　　　39

　　　74

　　　＿　l

l　4381

315

39

81

640

78

155

4351　873

…
公
衆
電
話
て
き
る

　
○
桀
公
衆
電
話

部
落
別
発
生
数
（
昭
和
三
卜
一
卑
序
）

部
落
赤
痢
疫
痢
斧
リ
”
日

脳
　
　
3
1

誰畜灘螺篇　
　
　
　

下
原
悶
一

二
搬
．

掘
一
方

田部マ向庄八宮昌吉牲切比松山戸畑
ノ々　平　　ノ　ノ
原沖脇岩手坂L幡川還温良原通町浦

43228411337612112211331142i341111

23111112口111口2326111111［1目il口l1

2111211111｝l133422：212211311111112

1 1目口111一
　　　　　　　　一一

64221126433104119913143413431444224251

訓

75

乃

40

2
　
　
4
2

　
　
　
1

市
役
所
案
内

（
そ
の
2
）

難
解
蜘
撫
辮

室
目
で
、
市
民
・
配
給
、
戸
籍
｝
　
①
戸
籍
に
関
す
る
全
般

の
三
係
が
お
か
れ
て
次
の
よ
う
㎝
　
②
住
民
登
録
全
般

な
肇
務
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
一
③
国
籍
に
関
す
る
こ
と

◇
市
民
係
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
④
犯
罪
関
係
記
録

　
①
市
属
の
醇
情
相
談
そ
の
他
一
　
⑤
身
元
調
杏
及
身
分
証
明

　
　
一
般
市
民
に
関
す
る
件
　
｝
　
⑥
人
口
動
態
統
計

　
の
市
ハ
住
宅
の
入
居
管
理
　
一
　
⑦
埋
葬
、
火
界
の
認
許

　
③
日
本
赤
十
字
社
関
係
　
　
一
　
⑤
海
外
渡
航
関
係

　
④
戦
没
者
の
公
報
、
遺
骨
伝
．
　
⑨
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

　
　
逮
、
戦
傷
屑
者
戦
没
者
遺
　
　
⑩
外
国
人
の
登
録
、
証
明

　
　
族
擬
護
に
関
す
る
こ
と
　
　
　
⑪
そ
の
他
戸
籍
、
住
風
登
録

　
⑤
旧
軍
人
恩
給
法
及
び
未
帰
　
　
　
に
関
す
る
こ
と

　
　
還
者
留
守
家
族
関
係
　
一
〇
水
道
課

　
④
更
生
資
金
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
◇
業
務
係

　
⑦
日
雇
労
務
保
険
　
　
　
　
一
　
①
水
道
廓
業
の
計
画
と
運
営

　
④
公
益
質
婦
　
　
　
　
　
　
　
②
施
設
の
雑
肝
管
卿

　
④
災
害
放
助
法
　
　
　
　
　
　
　
③
工
事
施
行
と
契
約

◇
配
給
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
水
道
使
用
料
の
調
定

　
①
配
給
閏
係
　
　
　
　
　
　
　
⑥
一
般
家
庭
の
給
水
に
関
す

　
　
る
相
淡

◇
工
務
係
　
　
。

　
①
新
設
噌
設
、
改
良
工
事
、

　
　
施
設
の
設
計
、
補
修
そ
ハ

　
　
他
一
般
工
事

◇
給
水
係

　
①
一
般
家
庭
給
水
の
新
設
、

　
　
増
設
、
変
更
及
び
給
水
｝

　
　
事
の
設
計

　
②
水
定
計
釧
、
配
管
状
況
ハ

　
　
検
査

　
③
水
質
検
査

　
④
水
道
使
用
料
金
の
徴
収
御

　
　
理

　
⑥
多
量
処
分

　
　
　
　
　
　
■

◇
浄
水
場
係

　
①
浄
水
場
施
設
の
維
持
簑

　
②
配
水
駄
の
測
定
統
計

　
③
滅
菌
そ
の
他

の
業
務
を
課
員
十
三
で
行
2

お
り
ま
す
が
、
断
水
や
そ
の

水
道
の
御
相
淡
は
直
接
お
出

　
　
　
　
　
り

下
さ
い
。
な
お
火
災
の
際
は
．

庭
給
水
の
使
川
を
丘
め
て
消

用
水
に
支
障
の
な
い
よ
う
御

田
下
さ
い
。

伝
染
病
月
別
発
生
数

朗
胡
胡
‘
胡
明
朗
朔
瑚
期
脚
計

○
定
期
種
短
は
次
の
と
お
り
で
行
わ
れ
ま
す
。

㎝
方
に
あ
っ
τ
局
番
は

一
　
　
日
向
局
　
四
四
二
番

莉
川
町
と
の
市
日
の
暑
商
店
痴

○
高
松
公
衆
電
話

芙
々
沖
高
松
の
黒
木
佐
次
郎
氏

方
に
あ
っ
て
、

　
美
々
津
局
　
ヒ
九
一
五
番

華箋
、
痢

　
品

玉
フ
9

　
ア日

本
脳
炎

割

3
　
　
4
　
　
0

16

7
　
　
6

11

4

0
3
0
2
3
5
3
3

11一

P2

　
　3

　
3

3
4
5
1
3
2
0
4
3

　
て
行
っ
て
学
校
に
馴
れ
さ
し

　
て
お
く
こ
と
も
よ
い
で
し
よ

　
．
つ
o

O
呼
ば
れ
た
ら
「
ハ
イ
」
と
返

　
弔
の
で
き
る
ハ
ギ
ハ
キ
し
た

　
こ
ど
も
に
し
て
お
き
た
い
。

　
家
庭
や
近
所
で
の
呼
び
名
は

　
「
汽
坊
」
と
か
「
よ
つ
ち
や

　
ん
一
で
し
ょ
う
が
学
校
で

　
る
。

　
背
は
け
ん
か
に
強
い
子
供
が

　
自
慢
で
あ
り
、
親
も
そ
れ
を

　
誇
り
に
思
っ
て
い
た
の
で
す

　
が
、
が
き
大
将
に
な
り
た
が

　
る
よ
）
な
寧
は
気
を
つ
け
て

　
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
自
分
の
事
は
目
分
で
で
や
る

　
子
供
に
す
る
。

　
ホ
ソ
ク
な
ど
も
前
に
つ
け
て

　
や
り
、
用
便
、
し
ゃ
す
い
よ
う

　
に
し
て
お
く
。

　
一
年
目
は
鉛
筆
を
握
る
に
も

　
五
本
の
詣
で
握
り
し
め
な
け

　
れ
ば
了
も
書
け
な
い
和
丁
先

　
の
自
・
田
が
利
か
な
い
も
の
で

　
す
。
私
も
一
年
生
の
時
カ
バ

　
ン
の
ピ
ジ
ヨ
ウ
が
外
れ
ず
泣

　
き
た
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る

　
時
高
等
科
の
生
徒
が
来
て
外

　
し
て
く
れ
て
、
う
れ
し
か
つ

　
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

○
規
則
的
な
生
活
に
馴
れ
さ
せ

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
1
　
　
1
　
　
0

6

11

5

　
最
近
ラ
ン
オ
や
新
聞
な
ど
で

「
新
人
学
田
の
醜
備
」
と
か

「
家
庭
で
の
し
つ
け
と
保
健
」

と
か
言
っ
た
問
願
が
取
ヒ
げ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
従
来
の
「
学
校
ま
か
せ

の
教
育
」
か
ら
「
家
庭
の
問

題
」
と
し
て
、
或
は
「
祉
会
の

問
題
」
と
し
て
自
覚
さ
れ
て
来

た
説
左
で
誠
に
再
ば
し
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
今
日
で

は
大
方
の
お
母
さ
ん
方
は
こ
の

方
面
の
知
識
を
持
た
れ
尚
各
売

卜
に
お
い
て
も
入
学
前
に
一
応

の
話
し
合
い
も
交
わ
さ
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
冨
日
頃
の

私
の
考
え
を
申
し
上
げ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

何
と
申
し
ま
し
て
も
「
入
学
」

は
「
出
生
」
に
つ
く
人
生
第
二

の
出
発
で
あ
り
、
お
7
1
い
我
々

が
規
十
年
前
父
1
1
の
手
に
引
か

れ
校
門
を
く
ぐ
っ
た
感
激
は
今

に
脳
裏
か
ら
離
れ
得
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

「
入
学
を
ど
ん
な
気
持
で
迎
え

る
か
は
、
そ
の
了
の
一
生
を
支

配
す
る
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
了
供
に
と
っ

て
は
楽
し
い
事
で
あ
る
と
同
時

に
不
安
で
も
あ
り
ま
す
、
私
注

は
第
一
に
こ
の
不
安
を
取
除
く

19

P3

P3

P5

P2

P7

1
　
　
0

0
　
　
0

5
　
　
6
　
　
4
5

40　25　75

　
て
お
く
。

　
㈲
起
床
六
時
～
六
時
三
十
分

　
　
今
は
少
し
甲
い
よ
う
で
も

　
　
四
月
に
な
る
と
、
ど
こ
の

　
　
学
校
も
始
業
が
早
／
、
な
り

　
　
ま
す
。

　
心
肝
範
　
八
時
ま
で
に
は
床

　
　
に
つ
く
。

　
㈲
食
事
前
に
は
必
ず
手
を
洗

　
　
．
つ
。

　
目
用
便
　
登
校
前
に
す
ま
せ

　
　
る
よ
う
習
慣
づ
け
る
。
一

　
　
年
生
の
当
初
は
学
校
の
硬

　
　
所
は
相
当
恐
し
い
所
の
よ

　
　
う
で
す
。

以
上
は
入
学
削
の
し
つ
け
に
つ

い
て
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の

他
、
持
物
と
か
、
学
用
品
等
色

々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
各

学
校
で
も
会
合
が
あ
り
、
御
注

意
も
あ
る
こ
と
＼
思
い
ま
す
の

で
こ
の
辺
で
箪
を
凹
き
ま
す
。

0
　
　
0
　
　
0
　
　
　
2

新
入
学
児
の
お
母
さ
ん
方
へ

富
高
小
学
校
長
　
生
　
垣
　
孝

20

　7

　4

142

　
　
　
　
　
　
∠
　
ー
ー
　
　
　
一
　
し
コ
「
～

火
車
を
出
さ
一
風
本
部
は
未
だ
充
分
皆
さ
ん
の

騎
簾
齎
絡
縫
鑛
吻

　
日
向
市
は
［
火
災
は
禾
然
に
防
く
こ
と
を
心

一．一

P
一
一

十二 卜二 卜二 十二 十二
接
種

卜 九 八 五 四 三 日
日月 日月 日月 日月 日月 日月 和査1

一　　　　　　　　，　　一

　
1・二 卜二 卜二 十二 を二 一1二

検
診

八月 七月 六月 琵月 二月 一月 日
日二 日’二 臼二 日二日二 日二 程

一　r

…　一細 燃 財 堀下鶴雄 西中岩上
島 見 光 一原町崎 川央崎町

区
介 全 苛 方町” 内匠”
区 区 介 ’上r1 ’嵩本

、

区 江原手 岳見町
畑 良町’ 場橋’
浦

、
曽

梶
木

’通中

{’町
・

根 、 谷新’
、 旭

通
　’中南

城

小細 小財 小日 市 巾 場
’｝，

小塩ﾋ 学光 学知1 役 役
子鳥1板見 校、1∫ 校屋 所 所 所

一
℃
5
「
…
f

火災の原因

9割は不注意

れ
で
も
昨
年
の
火
災
は
十
五
桝

負
傷
名
一
名
、
全
焼
ヒ
棟
、
半
一

型
二
棟
、
部
分
焼
一
、
山
林
一
一
二

十
町
余
、
船
舶
、
自
動
車
な
一

ど
総
額
四
百
六
十
ヒ
万
四
千
五

百
円
が
灰
に
な
っ
た
勘
冗
で
す
一
．

こ
の
よ
う
に
貴
切
な
二
二
や
人

命
を
失
う
の
も
九
割
が
不
君
墨

に
よ
る
原
閃
と
な
っ
て
い
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭

す
。
火
災
が
発
生
し
て
も
巾
消
　

払
皆
え
…
が
け
て
下
・
い
。

繍
湖
麺

ノ
　
　
　
ニ
　
　
エ

か
つ
て
お
⊃

ま
す
が
、
そ
皿

　
　
　
　
　
皿

料時
金間

十ノ1

円後

　　時
　　　～

　　四

　　時

日
向
製
錬
所
操
業

細
島
港
か
ら
約
二
百
米
西
の
元
　
し
、
シ
ユ
ツ
ト
（
製
品
）
と
し

日
本
霞
気
製
鉄
工
場
の
あ
と
を
一
て
国
内
は
も
と
よ
り
フ
ラ
ン
ス

拡
張
し
て
二
万
一
千
坪
の
敷
地
な
ど
海
外
の
ニ
ッ
ケ
ル
需
用
に

に
鑓
設
さ
れ
た
日
向
製
錬
所
㎝
輸
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
（
住
友
金
属
系
、
資
本
金
一
千
一
将
来
は
第
三
区
造
成
地
へ
進
出

…
二
百
万
円
・
全
従
業
員
百
十
・
予
定
で
す
が
、
四
某
の
熔
鉱
炉

r

一
保
有
資
金
の
範
囲
内
で
支
払

皿
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

”
幽
を
受
付
け
る
こ
と
に
な
り

し
た
。

一
〇
僚
搬
申
出
人
の
資
格

よ
う
努
め
る
弔
が
大
切
で
寸
。

以
下
順
を
追
う
て
、
家
解
へ
の

願
い
を
記
し
ま
す
。

O
先
生
は
こ
わ
い
も
の
、
学
搬

　
は
嫌
い
な
所
と
思
わ
U
る
よ

　
う
な
d
動
を
つ
つ
し
む
こ
と

　
で
す
。
小
心
な
こ
ど
も
、
学

　
校
に
一
度
も
行
っ
た
那
の
な

　
い
こ
ど
も
に
は
何
回
か
当
れ

　
一
，
黙
川
義
樹
君
し
と
呼
ば
れ

　
た
ら
、
誰
の
こ
と
か
分
ら
ザ

　
薩
肇
の
出
来
ぬ
巾
が
見
か
け

　
ら
れ
ま
す
。
な
お
自
分
の
名

　
前
が
航
め
、
粋
日
け
る
よ
う
に

　
な
っ
て
わ
く
と
よ
い
と
思
い

　
ま
す
。

O
皆
と
仲
良
く
し
、
累
直
に
仲

　
間
に
入
っ
て
い
く
子
供
に
す

‘、鬼

、

コ嚢
響
一
員
穣
欝

一
を
開
始
し
て
同
工
場
は
仏
領
ニ

ユ
：
カ
レ
ド
ニ
ア
か
ら
輸
入
す

る
原
料
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
右
に
含
ま

れ
る
三
9
6
の
ニ
ッ
ケ
ル
を
精
錬

が
昼
夜
フ
ル
運
転
し
て
日
産
粗

ニ
ッ
ケ
ル
九
屯
で
、
現
存
迄
の

テ
ス
ト
期
間
中
に
粗
ニ
ッ
ケ
ル

六
十
屯
と
シ
ユ
ツ
ト
ニ
十
屯
が

生
産
さ
れ
て
輸
出
の
日
を
待
っ

て
い
ま
す
。

、

“！

写
真
は
昨
年
の
市
内
の
火
災
現
場
で
す
。
こ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

関
東
州
金
融
組
含
の

　
　
　
　
預
金
債
務
等
の
支
払
に
つ
い
て

　
当
蔽
預
金
者
で
現
＾
日
本

　
内
に
召
所
を
4
1
す
る
も
の

　
限
る
。
但
し
法
人
の
場
合

　
国
内
に
一
．
た
る
事
務
防
を

　
す
う
も
の
。

○
申
出
期
日

　
①
債
縮
巾
出
一
問
は
昭
和

　
　
十
二
年
二
月
二
十
八
日

　
②
こ
の
闘
間
巾
申
出
の
な

　
　
一
権
は
特
殊
轄
理
か
ら

　
　
外
さ
れ
ま
す
か
ら
御
1
1

　
　
下
さ
い

○
申
出
場
所

　
東
京
都
練
馬
区
叫
－
北
置

　
口
二
十
四
番
地
森
川
良
竹

　
在
外
金
融
機
関
関
東
州
金

　
組
合
特
殊
整
理
車
務
所
右

　
殊
整
岬
人
北
角
縄
作

○
そ
の
他
群
細
は
市
役
所
甫

　
課
へ
問
合
せ
下
さ
い
。

　
　
幽
月
中
の
貿
易
高

細
島
港
の
一
月
中
の
輸
出
入

額
は
、
税
関
支
署
の
発
表
に

れ
ば
一
億
四
千
b
百
二
十
四

三
千
円
で
、
こ
の
数
字
は
許

同
月
に
比
べ
て
八
十
二
％
の

一
を
示
し
て
い
ま
す
。

一
こ
の
総
額
の
八
十
一
％
は
櫨

｝
成
工
場
関
係
で
す
。
ま
た
輪

一
品
目
の
中
五
十
九
％
は
木
耕

な
姿
に
な
ら
ぬ
考
防
雀
努
め
ま
し
よ
う
イ
が
在
外
金
的
関
撞
離
陸
綾
・
饗
の
罎
－
齋
向
・
・
な
っ
て
い
專

関
東
州
に
あ
っ
た
金
融
組
合
ま
し
て
、
同
組
合
の
預
貯
金
債
一
こ
の
七
十
％
は
台
湾
三
十
％
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